
多く、質問や感嘆の声も飛び交っていました。ナンに似ているとの会話も留学生からありました。また天ぷ
らの実演も興味深いものでした。全員の昼食が揃うまでにはそれなりの時間がかかりましたが、汗だくになっ
てそばを打ったり天ぷらを揚げる真剣な姿は印象的のようで、賑やかに昼食となりました。留学生達がハシ
を結構上手に使っていたのは印象的でした。この交流会で高校生と留学生共に親睦を深めることができ貴重
な機会となったと確信しています。
　昼食後のグループ別の母国言語学習や、引続きの留学生の母国紹介は盛り上がり、タイムスケジュールと
してはもっと時間を取った方が良かったかもしれません。また今回留学生に日本語の初心者が多く、母国紹
介も英語だったため、工夫をした方が良かったかとも思いますし、母国の数なども考慮し、次回は時間配分
を検討する必要もあるかと思いました。
　終了行事は極力短縮することとして、４時半頃に終了、片付けの後、５時頃には解散となりました。
　当委員会の一大行事が何とか無事終了し、ご協力いただいた全ての皆様に改めて感謝申し上げます。あり
がとうございました。

・11月6日（木）衛星クラブ新そば例会の報告　　　加藤篤幹事
　衛生クラブそば打ち例会が１１月６日上新田公民館にて行われました。ロータリー
本会からも多数の会員が参加して、牧田委員指導の下で美味しい新そばが出来上がり、
参加者が舌鼓をうちました。

・11月9日（日）～10日（月）分水RCとの友好交流打合せ会の報告　　　池上幸平友好担当委員
　両クラブ５名ずつの参加にて妙高で打ち合わせを実施。
分水ロータリークラブは年齢の若年化が進み、友好の認識が難しい状況ではありまし
たが、中央ロータリークラブの田中会員が作成した友好の資料が役立ち、打ち合わせ
が終了。
　３つのコースの旅行の案がだされ、これからどのコースがいいかを決定していく。
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2025-2026年度　RI会長メッセージ

よいことのために手を取りあおう

■ 点　鐘 12：30

君が代・奉仕の理想・四つのテスト　　　唐澤千明ソングリーダー■ ソング  

■ ゲスト・ビジター紹介

・支援留学生　ジュ イェソン 様（オンライン）

■ 会長談話 井上修会長
　福井東 RC に卓話を頼まれて行って来ました。新幹線の中で名刺入れを忘れたのに
気付きさあ大変。福井でスピード印刷を探し駆け込みました。財布から予備のロータ
リーの名刺を渡すと、貴方ロータリアンか？内の娘はローターアクトとか。どちらの
クラブですと聞くと福井東クラブとか！！出来上がって取りに行くとその娘さんが渡
してくれました。名刺は出来たが名刺入れがない。タクシーの運転手さんに聞いたら

油屋がいいとか。店に行って名刺入れを買っていると奥から店主が出て来て、貴方ロータリーアンか？とバッ
ジを見て聞いて来ました。そうだよと言うと私も二か月前に福井ロータリーに入りましたとか。タクシーに
乗って帰ろうとすると、飛んできて、伊那食品さんですか？私、平田さんととても親しいですって言われて
大喜び。平田君、わが社の社員でしたが、ローターアクトで知り合った女性と結婚。その彼女が福井の大会
社の令嬢でしたと言う話。

・10月28日（火）ゆめプロ.JP武田教育長との事前ミーティングの報告　　　講師登録者 井上修会長
　長野県の主催の令和 7 年度　長野県シューカツ NAGANO キャリア相談室運営事業　セミナー名「長野
県　シャチョー！ミーティング」にパネラーの一人として参加させて頂きました。30 人前後の大学生が相
手です。白鳥前ガバナー ( 凄い方でロ-タリ-に新風を吹き込んでおられます）の、尽力により県との協定
が成立、長野県教育長の武田氏も主役の一人です。県庁で講演の心得を得々と聞かせて頂き、高圧的、成功
体験の羅列は禁止と強く言われました。さて、ロ-タリ-アンが何が出来るか新しい切り口の企画です。相
手は大学生 30人、責任重大です。
①会場で・先ず・前列が空い
ていたので、後ろから座る
のは聞く気がないからだ
よ。授業でも前から座って
ご覧、実によく頭に入って
来るよと説教。
②社会に迎合しない事。自ら
の信ずる所を進もう。③勤
めたら社長意識で取り組む
こと。会社や社会に役立つ
とう卑近な事でなく、貴方
がた自身の人格の完成にな
ります。終了後の懇親会は
武田主役氏等と交流を深め
ました。懐の深いさばけた
人格者でありました。

・10月31日（金）伊那商工会議所第30期新役員･新議員との懇親会の報告　　　井上修会長
　伊那商工会議所の第 30 期　役員・議員懇親会が、令和 7 年 10 月 31 日に上
伊那フラワーパレスにて以下の次第にて行われました。宮下代議士、白鳥市長、
酒井県議他 100 名弱の参加者でした。

・11月1日（土）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　伊藤かおりゴルフ部長
　１１月１日 ( 土 )、伊那ロータリークラブ・伊那中央ロータリークラブ合同ゴルフコ
ンペに１３名の皆さんと参加して参りました。皆さんの実力のお陰で今年も団体優勝
をさせていただくことができました。また今年から表彰式を従来の形式と変えて夜の
開催としました。初年ということで心配されましたが、こちらも無事に終えることが
できました。一日を通して皆さんのご理解とご協力のもと無事行うことができました

こと、ここの場をおかりしてお礼申し上げます。ありがとうございました。引き続き、ゴルフ部の活動への
ご理解とご協力をお願いし、報告とさせていただきます。ありがとうございました。

・11月3日（月・祝）インターアクトクラブと信大留学生との交流会の報告　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮原英幸青少年奉仕委員長
　開催期日　　　令和７年１１月３日（月）
　開催時間　　　午前１０時　～　午後４時（予定）
　開催場所　　　伊那市上新田公民館

　ご存じのように伊那中央 RC では、恒例の伊那西高 IAC の自主研修としての表記交流
会活動を支援しています。今年は２３回目となります。
　本年は昼食として、伊那産新そばを提供いただくこととなり、衛星クラブの牧田会員中
心に企画いただき、当中央 RC の原一馬会員が強力な助っ人となり、何と５㎏のそば粉を
打ってくれました（二八と聞きました。）。更に澤屋さんの御協力で出張天ぷらを揚げてい
ただき、見事な盛り付けで豪華な昼食となりました（調理の片付けまでしっかりやってい
ただきました。）。感謝いたします。すでに映像は LINE 共有されていますので、本日は口
頭での報告のみといたします。
　総出席者は４７名（留学生８ヵ国１０名；伊那西高 IAC１７名、東海大諏訪高 IAC７名（い
ずれも顧問含む）；伊那中央 RC８名、伊那 RC１名、茅野 RC４名（交換留学生１名含む））となり、大変有
意義な１日を過ごしました。
　開会行事・学校紹介の後、先だって取り掛かってくれていたそば打ちの実演見学を見ながらの交流に入り
ました。留学生はもちろん高校生も、ソバは食べた経験があってもそば打ちを見るのは初めてという学生も■ 慶　祝

11月誕生祝い
・唐澤知子会員　・杉本德治会員　・田中真人会員　・伊澤和男会員
・唐澤千明会員

・12月16日（火）年末家族例会の案内　　　唐澤知子親睦活動･友好委員長
　今年も年末恒例クリスマス夜間例会が開かれる季節となってまいりました。今年は
１２月１６日に開催です。本日出席案内の用紙を皆様のお手元にお配りいたしました。
　今年度は昨年に引き続きフラワーパレスでの開催です。現在、委員会及び会長はじ
め三役役の方々と相談しながら、素晴らしい会となるように企画案ををあれこれ練っ
ております。楽しい会となる予定ですので、ぜひ多くの方のご出席をお願いいたします。

　ご家族の方もぜひぜひお越しくださいますよう、お待ちしております。

・2026-2027年度委員会構成及び組織変更について　　　宮下健会長エレクト
　

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　熊谷健ロータリー情報委員
　まず、フランチェスコ・アレッツォＲＩ会長メッセージが、横組み３ページにあり
ます。今月は「ロータリー財団月間」に当たるいうことで、そのことについて述べら
れています。
「財団は、単にプロジェクトに資金を提供するだけではなく、信頼と友情に根差した奉
仕が持続可能な変化をもたらすという、私たちの約束を果たすための原動力だ。」とし、

ポリオ根絶の活動について触れられています。
「どんな偉大な旅でも、一番大変なのは最後の１マイルである。」とし、「ポリオ根絶に向けた最後の一歩も
同様である。しかし、私たちの行うすべての寄付は、どんな困難があろうとロータリーの活動は継続してい
くという宣言であり、寄付を通して、平和、信頼、超我の奉仕というレガシーを残していくのだ、」と結ん

でいます。
　５ページからは「インターアクター未来への羅針盤」として、大阪万博で２６６０地区の７つのインター
アクトクラブの代表者が、「人権と平和」についてプレゼンをした記録が載っています。「子供兵士」の問題（７
ページ、金光八尾中学校・高校、８ページ上段、清風中学校・高校）、「国際社会における教育の未来」（８ペー
ジ下段、興国高校）、「男女格差の問題」（９ページ、四天王寺高校・中学校）、「女性活動促進と女性への偏見撤廃」
（１０ページ上段、解明中学校・高校）、「ＡＩによる偽情報の危険性」（１０ページ下段、追手門学院大手前
中学校・高校）、「南スーダンへの教育支援」（１１ページ上段、高槻中学校・高校）など、正に現代社会が
直面する様々な課題について、中学生・高校生のインターアクターたちが、自ら関心を持ったテーマについて、
研究し発表しています。
　１６ページからはジョン・ヒューコＲＩ事務総長のインタビューが掲載されています。事務総長は、ＲＩ
の運営実務を統括するポジションで、ＣＥＯとも呼ばれています。ＲＩ会長の任期は１年、ＲＩ理事１８名の
任期は２年で、厳正な推薦や審議により選出されるのに対し、事務総長の任期は複数年となっており、再任
もでき、理事会において指名されることになっています。現にヒューコ氏は、２０１１年以来１４年に亘り、
この地位に君臨していることになります。正に国際ロータリーの中の伏魔殿のような印象を持つわけですが、
国際的な組織として、事務方の最高責任者ということでしょうが、理事等の執行機関と立場が逆転している
というような話（佐久ロータリーの元ガバナーの原さんが、以前わがクラブで卓話をしていただいた折、こ
の不透明さを批判されていましたが）もあり、私も、同感であり、このような選出方法で良いのか疑問を持
つところです。
　しかし、そのような批判はさておき、ヒューコさんが国際ロータリーとロータリー財団の最重要人物であ
るという認識は、間違いありません。
　そのヒューコさんは、１７ぺージ右側で、ロータリーが成し遂げた、あるいは誇りを持つ３つの分野を紹
介しています。
　一つは「健全な経営管理」。二つ目は「ロータリーの行動計画の導入と継続的な展開」、３つ目は「グロー
バル補助金と、重点分野を中心とした活動の展開」これにより、人道的プロジェクトのインパクトを強調す
ることができ、世界的な課題に直面している団体との連携にもつながっている、と発言しています。国際ロー
タリーがどのような視点で活動をしているかがうかがわれるインタビューです。
　２０ページからは、ビルゲイツ氏によるロータリーへの書面による回答が掲載されています。Ｔｈｅ　Ｏ
ｐｔｉｍｉｓｔ（楽観主義者）という表題です。
「２０２５年５月、ビルゲイツ氏は、今後２０年以内（２０４５年まで）にほぼ全ての資産を寄付して、長
年続けてきた慈善活動を終了する、と宣言しました。」
　ビルゲイツ財団とロータリー財団とは非常に深い関係であり、ロータリー財団の寄付１ドルに対し２ドル
を上乗せする形で、ポリオ根絶活動とための資金を拠出しています。ビルゲイツ財団の設立から２５年です
でに１０００億ドル（１５兆円）以上をポリオ根絶のために拠出してきているそうです。さらに２０４５年
までにビルゲイツ財団を閉じるには、これまでの２倍以上（２０００億ドル以上）の資金を使い切る必要が
あるのだそうです。（巨額すぎて余りイメージの湧かない話ですが）
　この記事には、ポリオ根絶に対する熱い思いが語られています。
まず現状を（２２ページ中）「各国が国際開発支援を数百ドル規模で削減しており、今年は、今世紀で初めて、
世界中で亡くなる子供たちの数が減るのではなく増える年になる見込み」だと言います。そして、「私たち
には、ロータリアンのように進歩にコミットする人々が必要なので、是非力を貸していただきたい」と続け
ます。
一方ゲイツ氏は、科学者、医療従事者、教育者、農業従事者たちの不屈の努力により、子供の死亡率の低下や、
感染症の根絶、貧困からの脱却などに力を尽くしてきたことを評価し「ゲイツ財団の目標は問題を永続的に
管理することではなく、解決すること」だとし、「地域社会が自ら直面する課題に取り組むような支援が今
後２０年の最優先事項であり、次世代の有志の新しいイノベーションが優れたツールを提供するだろう。直
面する困難はあるが、ゲイツ氏としては楽観的にみている。」と綴っています。
　その後、具体的なポリオ根絶についての現状と計画を熱く語り、最後にロータリー会員へのメッセージを
戴いています。（２５ページ）
「世界中のロータリアンの皆様へ。長年に亘る献身とパートナーシップに心から感謝します。皆様の努力の
おかげで、いつの日か全ての子どもがこの病気から安全に守られる世界でくらすことができるでしょう。ゲ
イツ財団が活動を終える２０４５年よりずっと前に、ポリオが完全に過去のものになることを楽しみにして

います。」
　縦組みには、「これからの時代に求められるリーダーの在り方」と題して、早稲田大学ラグビー部元監督
の中武竜二氏のスピーチ。（私は明治大学ですのでライバルになりますが）
　この人を訪ねては「紳士服オーダー専門店の４代目職人人生」長崎東ロータリークラブの南部光伸さんの
話があります。
　いずれも、興味深い話が載っていますので、ご一読ください。



多く、質問や感嘆の声も飛び交っていました。ナンに似ているとの会話も留学生からありました。また天ぷ
らの実演も興味深いものでした。全員の昼食が揃うまでにはそれなりの時間がかかりましたが、汗だくになっ
てそばを打ったり天ぷらを揚げる真剣な姿は印象的のようで、賑やかに昼食となりました。留学生達がハシ
を結構上手に使っていたのは印象的でした。この交流会で高校生と留学生共に親睦を深めることができ貴重
な機会となったと確信しています。
　昼食後のグループ別の母国言語学習や、引続きの留学生の母国紹介は盛り上がり、タイムスケジュールと
してはもっと時間を取った方が良かったかもしれません。また今回留学生に日本語の初心者が多く、母国紹
介も英語だったため、工夫をした方が良かったかとも思いますし、母国の数なども考慮し、次回は時間配分
を検討する必要もあるかと思いました。
　終了行事は極力短縮することとして、４時半頃に終了、片付けの後、５時頃には解散となりました。
　当委員会の一大行事が何とか無事終了し、ご協力いただいた全ての皆様に改めて感謝申し上げます。あり
がとうございました。

・11月6日（木）衛星クラブ新そば例会の報告　　　加藤篤幹事
　衛生クラブそば打ち例会が１１月６日上新田公民館にて行われました。ロータリー
本会からも多数の会員が参加して、牧田委員指導の下で美味しい新そばが出来上がり、
参加者が舌鼓をうちました。

・11月9日（日）～10日（月）分水RCとの友好交流打合せ会の報告　　　池上幸平友好担当委員
　両クラブ５名ずつの参加にて妙高で打ち合わせを実施。
分水ロータリークラブは年齢の若年化が進み、友好の認識が難しい状況ではありまし
たが、中央ロータリークラブの田中会員が作成した友好の資料が役立ち、打ち合わせ
が終了。
　３つのコースの旅行の案がだされ、これからどのコースがいいかを決定していく。

加藤篤幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ ニコニコボックス

◆井上修

◆加藤篤

◆橋爪麻人

◆田中洋

伊那中央ロータリークラブのラインでご紹介させていただきましたが、明年の分水ロータ
リークラブとの交流会は一泊二日の旅となりました。先方が、①会津若松、⓶金沢、③富
山と提案していただきました。今のところ、海の幸が豊富な富山が有力候補です。
合同ゴルフコンペいな中央 RC の部で優勝させて頂き、ありがとうございました。新しい
ドライバーを買う許可を妻からもらっていましたが、成績が良いならそのままで良いじゃ
んということで、一転否決となりました。
「今日は飲んじゃうか」と「今日飲み干すか」との誤解はありましたが、本日のロータリー
の友紹介、よろしくお願いします。
会長、幹事、親睦委員長唐澤さん、友好池上さん、SAA橋爪さん、妙高での分水ロータリー
との打ち合わせ大変にお疲れさまでした。分水の方々は友好のことがよくわからない方が
多くて、大変ご苦労されたようです。これからもよろしくお願いいたします。

■ 委員会報告

・10月28日（火）ゆめプロ.JP武田教育長との事前ミーティングの報告　　　講師登録者 井上修会長
　長野県の主催の令和 7 年度　長野県シューカツ NAGANO キャリア相談室運営事業　セミナー名「長野
県　シャチョー！ミーティング」にパネラーの一人として参加させて頂きました。30 人前後の大学生が相
手です。白鳥前ガバナー ( 凄い方でロ-タリ-に新風を吹き込んでおられます）の、尽力により県との協定
が成立、長野県教育長の武田氏も主役の一人です。県庁で講演の心得を得々と聞かせて頂き、高圧的、成功
体験の羅列は禁止と強く言われました。さて、ロ-タリ-アンが何が出来るか新しい切り口の企画です。相
手は大学生 30人、責任重大です。
①会場で・先ず・前列が空い
ていたので、後ろから座る
のは聞く気がないからだ
よ。授業でも前から座って
ご覧、実によく頭に入って
来るよと説教。
②社会に迎合しない事。自ら
の信ずる所を進もう。③勤
めたら社長意識で取り組む
こと。会社や社会に役立つ
とう卑近な事でなく、貴方
がた自身の人格の完成にな
ります。終了後の懇親会は
武田主役氏等と交流を深め
ました。懐の深いさばけた
人格者でありました。

・10月31日（金）伊那商工会議所第30期新役員･新議員との懇親会の報告　　　井上修会長
　伊那商工会議所の第 30 期　役員・議員懇親会が、令和 7 年 10 月 31 日に上
伊那フラワーパレスにて以下の次第にて行われました。宮下代議士、白鳥市長、
酒井県議他 100 名弱の参加者でした。

・11月1日（土）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　伊藤かおりゴルフ部長
　１１月１日 ( 土 )、伊那ロータリークラブ・伊那中央ロータリークラブ合同ゴルフコ
ンペに１３名の皆さんと参加して参りました。皆さんの実力のお陰で今年も団体優勝
をさせていただくことができました。また今年から表彰式を従来の形式と変えて夜の
開催としました。初年ということで心配されましたが、こちらも無事に終えることが
できました。一日を通して皆さんのご理解とご協力のもと無事行うことができました

こと、ここの場をおかりしてお礼申し上げます。ありがとうございました。引き続き、ゴルフ部の活動への
ご理解とご協力をお願いし、報告とさせていただきます。ありがとうございました。

・11月3日（月・祝）インターアクトクラブと信大留学生との交流会の報告　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮原英幸青少年奉仕委員長
　開催期日　　　令和７年１１月３日（月）
　開催時間　　　午前１０時　～　午後４時（予定）
　開催場所　　　伊那市上新田公民館

　ご存じのように伊那中央 RC では、恒例の伊那西高 IAC の自主研修としての表記交流
会活動を支援しています。今年は２３回目となります。
　本年は昼食として、伊那産新そばを提供いただくこととなり、衛星クラブの牧田会員中
心に企画いただき、当中央 RC の原一馬会員が強力な助っ人となり、何と５㎏のそば粉を
打ってくれました（二八と聞きました。）。更に澤屋さんの御協力で出張天ぷらを揚げてい
ただき、見事な盛り付けで豪華な昼食となりました（調理の片付けまでしっかりやってい
ただきました。）。感謝いたします。すでに映像は LINE 共有されていますので、本日は口
頭での報告のみといたします。
　総出席者は４７名（留学生８ヵ国１０名；伊那西高 IAC１７名、東海大諏訪高 IAC７名（い
ずれも顧問含む）；伊那中央 RC８名、伊那 RC１名、茅野 RC４名（交換留学生１名含む））となり、大変有
意義な１日を過ごしました。
　開会行事・学校紹介の後、先だって取り掛かってくれていたそば打ちの実演見学を見ながらの交流に入り
ました。留学生はもちろん高校生も、ソバは食べた経験があってもそば打ちを見るのは初めてという学生も

◆第３回ゴルフコンペのゴルフ
　優勝　鈴木一比古　　準優勝　杉本徳治　　３位　宮下健

・12月16日（火）年末家族例会の案内　　　唐澤知子親睦活動･友好委員長
　今年も年末恒例クリスマス夜間例会が開かれる季節となってまいりました。今年は
１２月１６日に開催です。本日出席案内の用紙を皆様のお手元にお配りいたしました。
　今年度は昨年に引き続きフラワーパレスでの開催です。現在、委員会及び会長はじ
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ております。楽しい会となる予定ですので、ぜひ多くの方のご出席をお願いいたします。

　ご家族の方もぜひぜひお越しくださいますよう、お待ちしております。

・2026-2027年度委員会構成及び組織変更について　　　宮下健会長エレクト
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　２０ページからは、ビルゲイツ氏によるロータリーへの書面による回答が掲載されています。Ｔｈｅ　Ｏ
ｐｔｉｍｉｓｔ（楽観主義者）という表題です。
「２０２５年５月、ビルゲイツ氏は、今後２０年以内（２０４５年まで）にほぼ全ての資産を寄付して、長
年続けてきた慈善活動を終了する、と宣言しました。」
　ビルゲイツ財団とロータリー財団とは非常に深い関係であり、ロータリー財団の寄付１ドルに対し２ドル
を上乗せする形で、ポリオ根絶活動とための資金を拠出しています。ビルゲイツ財団の設立から２５年です
でに１０００億ドル（１５兆円）以上をポリオ根絶のために拠出してきているそうです。さらに２０４５年
までにビルゲイツ財団を閉じるには、これまでの２倍以上（２０００億ドル以上）の資金を使い切る必要が
あるのだそうです。（巨額すぎて余りイメージの湧かない話ですが）
　この記事には、ポリオ根絶に対する熱い思いが語られています。
まず現状を（２２ページ中）「各国が国際開発支援を数百ドル規模で削減しており、今年は、今世紀で初めて、
世界中で亡くなる子供たちの数が減るのではなく増える年になる見込み」だと言います。そして、「私たち
には、ロータリアンのように進歩にコミットする人々が必要なので、是非力を貸していただきたい」と続け
ます。
一方ゲイツ氏は、科学者、医療従事者、教育者、農業従事者たちの不屈の努力により、子供の死亡率の低下や、
感染症の根絶、貧困からの脱却などに力を尽くしてきたことを評価し「ゲイツ財団の目標は問題を永続的に
管理することではなく、解決すること」だとし、「地域社会が自ら直面する課題に取り組むような支援が今
後２０年の最優先事項であり、次世代の有志の新しいイノベーションが優れたツールを提供するだろう。直
面する困難はあるが、ゲイツ氏としては楽観的にみている。」と綴っています。
　その後、具体的なポリオ根絶についての現状と計画を熱く語り、最後にロータリー会員へのメッセージを
戴いています。（２５ページ）
「世界中のロータリアンの皆様へ。長年に亘る献身とパートナーシップに心から感謝します。皆様の努力の
おかげで、いつの日か全ての子どもがこの病気から安全に守られる世界でくらすことができるでしょう。ゲ
イツ財団が活動を終える２０４５年よりずっと前に、ポリオが完全に過去のものになることを楽しみにして

います。」
　縦組みには、「これからの時代に求められるリーダーの在り方」と題して、早稲田大学ラグビー部元監督
の中武竜二氏のスピーチ。（私は明治大学ですのでライバルになりますが）
　この人を訪ねては「紳士服オーダー専門店の４代目職人人生」長崎東ロータリークラブの南部光伸さんの
話があります。
　いずれも、興味深い話が載っていますので、ご一読ください。

次頁へ続く



多く、質問や感嘆の声も飛び交っていました。ナンに似ているとの会話も留学生からありました。また天ぷ
らの実演も興味深いものでした。全員の昼食が揃うまでにはそれなりの時間がかかりましたが、汗だくになっ
てそばを打ったり天ぷらを揚げる真剣な姿は印象的のようで、賑やかに昼食となりました。留学生達がハシ
を結構上手に使っていたのは印象的でした。この交流会で高校生と留学生共に親睦を深めることができ貴重
な機会となったと確信しています。
　昼食後のグループ別の母国言語学習や、引続きの留学生の母国紹介は盛り上がり、タイムスケジュールと
してはもっと時間を取った方が良かったかもしれません。また今回留学生に日本語の初心者が多く、母国紹
介も英語だったため、工夫をした方が良かったかとも思いますし、母国の数なども考慮し、次回は時間配分
を検討する必要もあるかと思いました。
　終了行事は極力短縮することとして、４時半頃に終了、片付けの後、５時頃には解散となりました。
　当委員会の一大行事が何とか無事終了し、ご協力いただいた全ての皆様に改めて感謝申し上げます。あり
がとうございました。

・11月6日（木）衛星クラブ新そば例会の報告　　　加藤篤幹事
　衛生クラブそば打ち例会が１１月６日上新田公民館にて行われました。ロータリー
本会からも多数の会員が参加して、牧田委員指導の下で美味しい新そばが出来上がり、
参加者が舌鼓をうちました。

・11月9日（日）～10日（月）分水RCとの友好交流打合せ会の報告　　　池上幸平友好担当委員
　両クラブ５名ずつの参加にて妙高で打ち合わせを実施。
分水ロータリークラブは年齢の若年化が進み、友好の認識が難しい状況ではありまし
たが、中央ロータリークラブの田中会員が作成した友好の資料が役立ち、打ち合わせ
が終了。
　３つのコースの旅行の案がだされ、これからどのコースがいいかを決定していく。

・10月28日（火）ゆめプロ.JP武田教育長との事前ミーティングの報告　　　講師登録者 井上修会長
　長野県の主催の令和 7 年度　長野県シューカツ NAGANO キャリア相談室運営事業　セミナー名「長野
県　シャチョー！ミーティング」にパネラーの一人として参加させて頂きました。30 人前後の大学生が相
手です。白鳥前ガバナー ( 凄い方でロ-タリ-に新風を吹き込んでおられます）の、尽力により県との協定
が成立、長野県教育長の武田氏も主役の一人です。県庁で講演の心得を得々と聞かせて頂き、高圧的、成功
体験の羅列は禁止と強く言われました。さて、ロ-タリ-アンが何が出来るか新しい切り口の企画です。相
手は大学生 30人、責任重大です。
①会場で・先ず・前列が空い
ていたので、後ろから座る
のは聞く気がないからだ
よ。授業でも前から座って
ご覧、実によく頭に入って
来るよと説教。
②社会に迎合しない事。自ら
の信ずる所を進もう。③勤
めたら社長意識で取り組む
こと。会社や社会に役立つ
とう卑近な事でなく、貴方
がた自身の人格の完成にな
ります。終了後の懇親会は
武田主役氏等と交流を深め
ました。懐の深いさばけた
人格者でありました。

・10月31日（金）伊那商工会議所第30期新役員･新議員との懇親会の報告　　　井上修会長
　伊那商工会議所の第 30 期　役員・議員懇親会が、令和 7 年 10 月 31 日に上
伊那フラワーパレスにて以下の次第にて行われました。宮下代議士、白鳥市長、
酒井県議他 100 名弱の参加者でした。

・11月1日（土）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　伊藤かおりゴルフ部長
　１１月１日 ( 土 )、伊那ロータリークラブ・伊那中央ロータリークラブ合同ゴルフコ
ンペに１３名の皆さんと参加して参りました。皆さんの実力のお陰で今年も団体優勝
をさせていただくことができました。また今年から表彰式を従来の形式と変えて夜の
開催としました。初年ということで心配されましたが、こちらも無事に終えることが
できました。一日を通して皆さんのご理解とご協力のもと無事行うことができました

こと、ここの場をおかりしてお礼申し上げます。ありがとうございました。引き続き、ゴルフ部の活動への
ご理解とご協力をお願いし、報告とさせていただきます。ありがとうございました。

・11月3日（月・祝）インターアクトクラブと信大留学生との交流会の報告　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮原英幸青少年奉仕委員長
　開催期日　　　令和７年１１月３日（月）
　開催時間　　　午前１０時　～　午後４時（予定）
　開催場所　　　伊那市上新田公民館

　ご存じのように伊那中央 RC では、恒例の伊那西高 IAC の自主研修としての表記交流
会活動を支援しています。今年は２３回目となります。
　本年は昼食として、伊那産新そばを提供いただくこととなり、衛星クラブの牧田会員中
心に企画いただき、当中央 RC の原一馬会員が強力な助っ人となり、何と５㎏のそば粉を
打ってくれました（二八と聞きました。）。更に澤屋さんの御協力で出張天ぷらを揚げてい
ただき、見事な盛り付けで豪華な昼食となりました（調理の片付けまでしっかりやってい
ただきました。）。感謝いたします。すでに映像は LINE 共有されていますので、本日は口
頭での報告のみといたします。
　総出席者は４７名（留学生８ヵ国１０名；伊那西高 IAC１７名、東海大諏訪高 IAC７名（い
ずれも顧問含む）；伊那中央 RC８名、伊那 RC１名、茅野 RC４名（交換留学生１名含む））となり、大変有
意義な１日を過ごしました。
　開会行事・学校紹介の後、先だって取り掛かってくれていたそば打ちの実演見学を見ながらの交流に入り
ました。留学生はもちろん高校生も、ソバは食べた経験があってもそば打ちを見るのは初めてという学生も

次頁へ続く

・12月16日（火）年末家族例会の案内　　　唐澤知子親睦活動･友好委員長
　今年も年末恒例クリスマス夜間例会が開かれる季節となってまいりました。今年は
１２月１６日に開催です。本日出席案内の用紙を皆様のお手元にお配りいたしました。
　今年度は昨年に引き続きフラワーパレスでの開催です。現在、委員会及び会長はじ
め三役役の方々と相談しながら、素晴らしい会となるように企画案ををあれこれ練っ
ております。楽しい会となる予定ですので、ぜひ多くの方のご出席をお願いいたします。

　ご家族の方もぜひぜひお越しくださいますよう、お待ちしております。

・2026-2027年度委員会構成及び組織変更について　　　宮下健会長エレクト
　

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　熊谷健ロータリー情報委員
　まず、フランチェスコ・アレッツォＲＩ会長メッセージが、横組み３ページにあり
ます。今月は「ロータリー財団月間」に当たるいうことで、そのことについて述べら
れています。
「財団は、単にプロジェクトに資金を提供するだけではなく、信頼と友情に根差した奉
仕が持続可能な変化をもたらすという、私たちの約束を果たすための原動力だ。」とし、

ポリオ根絶の活動について触れられています。
「どんな偉大な旅でも、一番大変なのは最後の１マイルである。」とし、「ポリオ根絶に向けた最後の一歩も
同様である。しかし、私たちの行うすべての寄付は、どんな困難があろうとロータリーの活動は継続してい
くという宣言であり、寄付を通して、平和、信頼、超我の奉仕というレガシーを残していくのだ、」と結ん

でいます。
　５ページからは「インターアクター未来への羅針盤」として、大阪万博で２６６０地区の７つのインター
アクトクラブの代表者が、「人権と平和」についてプレゼンをした記録が載っています。「子供兵士」の問題（７
ページ、金光八尾中学校・高校、８ページ上段、清風中学校・高校）、「国際社会における教育の未来」（８ペー
ジ下段、興国高校）、「男女格差の問題」（９ページ、四天王寺高校・中学校）、「女性活動促進と女性への偏見撤廃」
（１０ページ上段、解明中学校・高校）、「ＡＩによる偽情報の危険性」（１０ページ下段、追手門学院大手前
中学校・高校）、「南スーダンへの教育支援」（１１ページ上段、高槻中学校・高校）など、正に現代社会が
直面する様々な課題について、中学生・高校生のインターアクターたちが、自ら関心を持ったテーマについて、
研究し発表しています。
　１６ページからはジョン・ヒューコＲＩ事務総長のインタビューが掲載されています。事務総長は、ＲＩ
の運営実務を統括するポジションで、ＣＥＯとも呼ばれています。ＲＩ会長の任期は１年、ＲＩ理事１８名の
任期は２年で、厳正な推薦や審議により選出されるのに対し、事務総長の任期は複数年となっており、再任
もでき、理事会において指名されることになっています。現にヒューコ氏は、２０１１年以来１４年に亘り、
この地位に君臨していることになります。正に国際ロータリーの中の伏魔殿のような印象を持つわけですが、
国際的な組織として、事務方の最高責任者ということでしょうが、理事等の執行機関と立場が逆転している
というような話（佐久ロータリーの元ガバナーの原さんが、以前わがクラブで卓話をしていただいた折、こ
の不透明さを批判されていましたが）もあり、私も、同感であり、このような選出方法で良いのか疑問を持
つところです。
　しかし、そのような批判はさておき、ヒューコさんが国際ロータリーとロータリー財団の最重要人物であ
るという認識は、間違いありません。
　そのヒューコさんは、１７ぺージ右側で、ロータリーが成し遂げた、あるいは誇りを持つ３つの分野を紹
介しています。
　一つは「健全な経営管理」。二つ目は「ロータリーの行動計画の導入と継続的な展開」、３つ目は「グロー
バル補助金と、重点分野を中心とした活動の展開」これにより、人道的プロジェクトのインパクトを強調す
ることができ、世界的な課題に直面している団体との連携にもつながっている、と発言しています。国際ロー
タリーがどのような視点で活動をしているかがうかがわれるインタビューです。
　２０ページからは、ビルゲイツ氏によるロータリーへの書面による回答が掲載されています。Ｔｈｅ　Ｏ
ｐｔｉｍｉｓｔ（楽観主義者）という表題です。
「２０２５年５月、ビルゲイツ氏は、今後２０年以内（２０４５年まで）にほぼ全ての資産を寄付して、長
年続けてきた慈善活動を終了する、と宣言しました。」
　ビルゲイツ財団とロータリー財団とは非常に深い関係であり、ロータリー財団の寄付１ドルに対し２ドル
を上乗せする形で、ポリオ根絶活動とための資金を拠出しています。ビルゲイツ財団の設立から２５年です
でに１０００億ドル（１５兆円）以上をポリオ根絶のために拠出してきているそうです。さらに２０４５年
までにビルゲイツ財団を閉じるには、これまでの２倍以上（２０００億ドル以上）の資金を使い切る必要が
あるのだそうです。（巨額すぎて余りイメージの湧かない話ですが）
　この記事には、ポリオ根絶に対する熱い思いが語られています。
まず現状を（２２ページ中）「各国が国際開発支援を数百ドル規模で削減しており、今年は、今世紀で初めて、
世界中で亡くなる子供たちの数が減るのではなく増える年になる見込み」だと言います。そして、「私たち
には、ロータリアンのように進歩にコミットする人々が必要なので、是非力を貸していただきたい」と続け
ます。
一方ゲイツ氏は、科学者、医療従事者、教育者、農業従事者たちの不屈の努力により、子供の死亡率の低下や、
感染症の根絶、貧困からの脱却などに力を尽くしてきたことを評価し「ゲイツ財団の目標は問題を永続的に
管理することではなく、解決すること」だとし、「地域社会が自ら直面する課題に取り組むような支援が今
後２０年の最優先事項であり、次世代の有志の新しいイノベーションが優れたツールを提供するだろう。直
面する困難はあるが、ゲイツ氏としては楽観的にみている。」と綴っています。
　その後、具体的なポリオ根絶についての現状と計画を熱く語り、最後にロータリー会員へのメッセージを
戴いています。（２５ページ）
「世界中のロータリアンの皆様へ。長年に亘る献身とパートナーシップに心から感謝します。皆様の努力の
おかげで、いつの日か全ての子どもがこの病気から安全に守られる世界でくらすことができるでしょう。ゲ
イツ財団が活動を終える２０４５年よりずっと前に、ポリオが完全に過去のものになることを楽しみにして

います。」
　縦組みには、「これからの時代に求められるリーダーの在り方」と題して、早稲田大学ラグビー部元監督
の中武竜二氏のスピーチ。（私は明治大学ですのでライバルになりますが）
　この人を訪ねては「紳士服オーダー専門店の４代目職人人生」長崎東ロータリークラブの南部光伸さんの
話があります。
　いずれも、興味深い話が載っていますので、ご一読ください。



多く、質問や感嘆の声も飛び交っていました。ナンに似ているとの会話も留学生からありました。また天ぷ
らの実演も興味深いものでした。全員の昼食が揃うまでにはそれなりの時間がかかりましたが、汗だくになっ
てそばを打ったり天ぷらを揚げる真剣な姿は印象的のようで、賑やかに昼食となりました。留学生達がハシ
を結構上手に使っていたのは印象的でした。この交流会で高校生と留学生共に親睦を深めることができ貴重
な機会となったと確信しています。
　昼食後のグループ別の母国言語学習や、引続きの留学生の母国紹介は盛り上がり、タイムスケジュールと
してはもっと時間を取った方が良かったかもしれません。また今回留学生に日本語の初心者が多く、母国紹
介も英語だったため、工夫をした方が良かったかとも思いますし、母国の数なども考慮し、次回は時間配分
を検討する必要もあるかと思いました。
　終了行事は極力短縮することとして、４時半頃に終了、片付けの後、５時頃には解散となりました。
　当委員会の一大行事が何とか無事終了し、ご協力いただいた全ての皆様に改めて感謝申し上げます。あり
がとうございました。

・11月6日（木）衛星クラブ新そば例会の報告　　　加藤篤幹事
　衛生クラブそば打ち例会が１１月６日上新田公民館にて行われました。ロータリー
本会からも多数の会員が参加して、牧田委員指導の下で美味しい新そばが出来上がり、
参加者が舌鼓をうちました。

・11月9日（日）～10日（月）分水RCとの友好交流打合せ会の報告　　　池上幸平友好担当委員
　両クラブ５名ずつの参加にて妙高で打ち合わせを実施。
分水ロータリークラブは年齢の若年化が進み、友好の認識が難しい状況ではありまし
たが、中央ロータリークラブの田中会員が作成した友好の資料が役立ち、打ち合わせ
が終了。
　３つのコースの旅行の案がだされ、これからどのコースがいいかを決定していく。

・10月28日（火）ゆめプロ.JP武田教育長との事前ミーティングの報告　　　講師登録者 井上修会長
　長野県の主催の令和 7 年度　長野県シューカツ NAGANO キャリア相談室運営事業　セミナー名「長野
県　シャチョー！ミーティング」にパネラーの一人として参加させて頂きました。30 人前後の大学生が相
手です。白鳥前ガバナー ( 凄い方でロ-タリ-に新風を吹き込んでおられます）の、尽力により県との協定
が成立、長野県教育長の武田氏も主役の一人です。県庁で講演の心得を得々と聞かせて頂き、高圧的、成功
体験の羅列は禁止と強く言われました。さて、ロ-タリ-アンが何が出来るか新しい切り口の企画です。相
手は大学生 30人、責任重大です。
①会場で・先ず・前列が空い
ていたので、後ろから座る
のは聞く気がないからだ
よ。授業でも前から座って
ご覧、実によく頭に入って
来るよと説教。
②社会に迎合しない事。自ら
の信ずる所を進もう。③勤
めたら社長意識で取り組む
こと。会社や社会に役立つ
とう卑近な事でなく、貴方
がた自身の人格の完成にな
ります。終了後の懇親会は
武田主役氏等と交流を深め
ました。懐の深いさばけた
人格者でありました。

・10月31日（金）伊那商工会議所第30期新役員･新議員との懇親会の報告　　　井上修会長
　伊那商工会議所の第 30 期　役員・議員懇親会が、令和 7 年 10 月 31 日に上
伊那フラワーパレスにて以下の次第にて行われました。宮下代議士、白鳥市長、
酒井県議他 100 名弱の参加者でした。

・11月1日（土）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　伊藤かおりゴルフ部長
　１１月１日 ( 土 )、伊那ロータリークラブ・伊那中央ロータリークラブ合同ゴルフコ
ンペに１３名の皆さんと参加して参りました。皆さんの実力のお陰で今年も団体優勝
をさせていただくことができました。また今年から表彰式を従来の形式と変えて夜の
開催としました。初年ということで心配されましたが、こちらも無事に終えることが
できました。一日を通して皆さんのご理解とご協力のもと無事行うことができました

こと、ここの場をおかりしてお礼申し上げます。ありがとうございました。引き続き、ゴルフ部の活動への
ご理解とご協力をお願いし、報告とさせていただきます。ありがとうございました。

・11月3日（月・祝）インターアクトクラブと信大留学生との交流会の報告　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮原英幸青少年奉仕委員長
　開催期日　　　令和７年１１月３日（月）
　開催時間　　　午前１０時　～　午後４時（予定）
　開催場所　　　伊那市上新田公民館

　ご存じのように伊那中央 RC では、恒例の伊那西高 IAC の自主研修としての表記交流
会活動を支援しています。今年は２３回目となります。
　本年は昼食として、伊那産新そばを提供いただくこととなり、衛星クラブの牧田会員中
心に企画いただき、当中央 RC の原一馬会員が強力な助っ人となり、何と５㎏のそば粉を
打ってくれました（二八と聞きました。）。更に澤屋さんの御協力で出張天ぷらを揚げてい
ただき、見事な盛り付けで豪華な昼食となりました（調理の片付けまでしっかりやってい
ただきました。）。感謝いたします。すでに映像は LINE 共有されていますので、本日は口
頭での報告のみといたします。
　総出席者は４７名（留学生８ヵ国１０名；伊那西高 IAC１７名、東海大諏訪高 IAC７名（い
ずれも顧問含む）；伊那中央 RC８名、伊那 RC１名、茅野 RC４名（交換留学生１名含む））となり、大変有
意義な１日を過ごしました。
　開会行事・学校紹介の後、先だって取り掛かってくれていたそば打ちの実演見学を見ながらの交流に入り
ました。留学生はもちろん高校生も、ソバは食べた経験があってもそば打ちを見るのは初めてという学生も

・12月16日（火）年末家族例会の案内　　　唐澤知子親睦活動･友好委員長
　今年も年末恒例クリスマス夜間例会が開かれる季節となってまいりました。今年は
１２月１６日に開催です。本日出席案内の用紙を皆様のお手元にお配りいたしました。
　今年度は昨年に引き続きフラワーパレスでの開催です。現在、委員会及び会長はじ
め三役役の方々と相談しながら、素晴らしい会となるように企画案ををあれこれ練っ
ております。楽しい会となる予定ですので、ぜひ多くの方のご出席をお願いいたします。

　ご家族の方もぜひぜひお越しくださいますよう、お待ちしております。

・2026-2027年度委員会構成及び組織変更について　　　宮下健会長エレクト
　

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　熊谷健ロータリー情報委員
　まず、フランチェスコ・アレッツォＲＩ会長メッセージが、横組み３ページにあり
ます。今月は「ロータリー財団月間」に当たるいうことで、そのことについて述べら
れています。
「財団は、単にプロジェクトに資金を提供するだけではなく、信頼と友情に根差した奉
仕が持続可能な変化をもたらすという、私たちの約束を果たすための原動力だ。」とし、

ポリオ根絶の活動について触れられています。
「どんな偉大な旅でも、一番大変なのは最後の１マイルである。」とし、「ポリオ根絶に向けた最後の一歩も
同様である。しかし、私たちの行うすべての寄付は、どんな困難があろうとロータリーの活動は継続してい
くという宣言であり、寄付を通して、平和、信頼、超我の奉仕というレガシーを残していくのだ、」と結ん

でいます。
　５ページからは「インターアクター未来への羅針盤」として、大阪万博で２６６０地区の７つのインター
アクトクラブの代表者が、「人権と平和」についてプレゼンをした記録が載っています。「子供兵士」の問題（７
ページ、金光八尾中学校・高校、８ページ上段、清風中学校・高校）、「国際社会における教育の未来」（８ペー
ジ下段、興国高校）、「男女格差の問題」（９ページ、四天王寺高校・中学校）、「女性活動促進と女性への偏見撤廃」
（１０ページ上段、解明中学校・高校）、「ＡＩによる偽情報の危険性」（１０ページ下段、追手門学院大手前
中学校・高校）、「南スーダンへの教育支援」（１１ページ上段、高槻中学校・高校）など、正に現代社会が
直面する様々な課題について、中学生・高校生のインターアクターたちが、自ら関心を持ったテーマについて、
研究し発表しています。
　１６ページからはジョン・ヒューコＲＩ事務総長のインタビューが掲載されています。事務総長は、ＲＩ
の運営実務を統括するポジションで、ＣＥＯとも呼ばれています。ＲＩ会長の任期は１年、ＲＩ理事１８名の
任期は２年で、厳正な推薦や審議により選出されるのに対し、事務総長の任期は複数年となっており、再任
もでき、理事会において指名されることになっています。現にヒューコ氏は、２０１１年以来１４年に亘り、
この地位に君臨していることになります。正に国際ロータリーの中の伏魔殿のような印象を持つわけですが、
国際的な組織として、事務方の最高責任者ということでしょうが、理事等の執行機関と立場が逆転している
というような話（佐久ロータリーの元ガバナーの原さんが、以前わがクラブで卓話をしていただいた折、こ
の不透明さを批判されていましたが）もあり、私も、同感であり、このような選出方法で良いのか疑問を持
つところです。
　しかし、そのような批判はさておき、ヒューコさんが国際ロータリーとロータリー財団の最重要人物であ
るという認識は、間違いありません。
　そのヒューコさんは、１７ぺージ右側で、ロータリーが成し遂げた、あるいは誇りを持つ３つの分野を紹
介しています。
　一つは「健全な経営管理」。二つ目は「ロータリーの行動計画の導入と継続的な展開」、３つ目は「グロー
バル補助金と、重点分野を中心とした活動の展開」これにより、人道的プロジェクトのインパクトを強調す
ることができ、世界的な課題に直面している団体との連携にもつながっている、と発言しています。国際ロー
タリーがどのような視点で活動をしているかがうかがわれるインタビューです。
　２０ページからは、ビルゲイツ氏によるロータリーへの書面による回答が掲載されています。Ｔｈｅ　Ｏ
ｐｔｉｍｉｓｔ（楽観主義者）という表題です。
「２０２５年５月、ビルゲイツ氏は、今後２０年以内（２０４５年まで）にほぼ全ての資産を寄付して、長
年続けてきた慈善活動を終了する、と宣言しました。」
　ビルゲイツ財団とロータリー財団とは非常に深い関係であり、ロータリー財団の寄付１ドルに対し２ドル
を上乗せする形で、ポリオ根絶活動とための資金を拠出しています。ビルゲイツ財団の設立から２５年です
でに１０００億ドル（１５兆円）以上をポリオ根絶のために拠出してきているそうです。さらに２０４５年
までにビルゲイツ財団を閉じるには、これまでの２倍以上（２０００億ドル以上）の資金を使い切る必要が
あるのだそうです。（巨額すぎて余りイメージの湧かない話ですが）
　この記事には、ポリオ根絶に対する熱い思いが語られています。
まず現状を（２２ページ中）「各国が国際開発支援を数百ドル規模で削減しており、今年は、今世紀で初めて、
世界中で亡くなる子供たちの数が減るのではなく増える年になる見込み」だと言います。そして、「私たち
には、ロータリアンのように進歩にコミットする人々が必要なので、是非力を貸していただきたい」と続け
ます。
一方ゲイツ氏は、科学者、医療従事者、教育者、農業従事者たちの不屈の努力により、子供の死亡率の低下や、
感染症の根絶、貧困からの脱却などに力を尽くしてきたことを評価し「ゲイツ財団の目標は問題を永続的に
管理することではなく、解決すること」だとし、「地域社会が自ら直面する課題に取り組むような支援が今
後２０年の最優先事項であり、次世代の有志の新しいイノベーションが優れたツールを提供するだろう。直
面する困難はあるが、ゲイツ氏としては楽観的にみている。」と綴っています。
　その後、具体的なポリオ根絶についての現状と計画を熱く語り、最後にロータリー会員へのメッセージを
戴いています。（２５ページ）
「世界中のロータリアンの皆様へ。長年に亘る献身とパートナーシップに心から感謝します。皆様の努力の
おかげで、いつの日か全ての子どもがこの病気から安全に守られる世界でくらすことができるでしょう。ゲ
イツ財団が活動を終える２０４５年よりずっと前に、ポリオが完全に過去のものになることを楽しみにして

います。」
　縦組みには、「これからの時代に求められるリーダーの在り方」と題して、早稲田大学ラグビー部元監督
の中武竜二氏のスピーチ。（私は明治大学ですのでライバルになりますが）
　この人を訪ねては「紳士服オーダー専門店の４代目職人人生」長崎東ロータリークラブの南部光伸さんの
話があります。
　いずれも、興味深い話が載っていますので、ご一読ください。

次頁へ続く



多く、質問や感嘆の声も飛び交っていました。ナンに似ているとの会話も留学生からありました。また天ぷ
らの実演も興味深いものでした。全員の昼食が揃うまでにはそれなりの時間がかかりましたが、汗だくになっ
てそばを打ったり天ぷらを揚げる真剣な姿は印象的のようで、賑やかに昼食となりました。留学生達がハシ
を結構上手に使っていたのは印象的でした。この交流会で高校生と留学生共に親睦を深めることができ貴重
な機会となったと確信しています。
　昼食後のグループ別の母国言語学習や、引続きの留学生の母国紹介は盛り上がり、タイムスケジュールと
してはもっと時間を取った方が良かったかもしれません。また今回留学生に日本語の初心者が多く、母国紹
介も英語だったため、工夫をした方が良かったかとも思いますし、母国の数なども考慮し、次回は時間配分
を検討する必要もあるかと思いました。
　終了行事は極力短縮することとして、４時半頃に終了、片付けの後、５時頃には解散となりました。
　当委員会の一大行事が何とか無事終了し、ご協力いただいた全ての皆様に改めて感謝申し上げます。あり
がとうございました。

・11月6日（木）衛星クラブ新そば例会の報告　　　加藤篤幹事
　衛生クラブそば打ち例会が１１月６日上新田公民館にて行われました。ロータリー
本会からも多数の会員が参加して、牧田委員指導の下で美味しい新そばが出来上がり、
参加者が舌鼓をうちました。

・11月9日（日）～10日（月）分水RCとの友好交流打合せ会の報告　　　池上幸平友好担当委員
　両クラブ５名ずつの参加にて妙高で打ち合わせを実施。
分水ロータリークラブは年齢の若年化が進み、友好の認識が難しい状況ではありまし
たが、中央ロータリークラブの田中会員が作成した友好の資料が役立ち、打ち合わせ
が終了。
　３つのコースの旅行の案がだされ、これからどのコースがいいかを決定していく。
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人格者でありました。
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　両クラブ５名ずつの参加にて妙高で打ち合わせを実施。
分水ロータリークラブは年齢の若年化が進み、友好の認識が難しい状況ではありまし
たが、中央ロータリークラブの田中会員が作成した友好の資料が役立ち、打ち合わせ
が終了。
　３つのコースの旅行の案がだされ、これからどのコースがいいかを決定していく。

・10月28日（火）ゆめプロ.JP武田教育長との事前ミーティングの報告　　　講師登録者 井上修会長
　長野県の主催の令和 7 年度　長野県シューカツ NAGANO キャリア相談室運営事業　セミナー名「長野
県　シャチョー！ミーティング」にパネラーの一人として参加させて頂きました。30 人前後の大学生が相
手です。白鳥前ガバナー ( 凄い方でロ-タリ-に新風を吹き込んでおられます）の、尽力により県との協定
が成立、長野県教育長の武田氏も主役の一人です。県庁で講演の心得を得々と聞かせて頂き、高圧的、成功
体験の羅列は禁止と強く言われました。さて、ロ-タリ-アンが何が出来るか新しい切り口の企画です。相
手は大学生 30人、責任重大です。
①会場で・先ず・前列が空い
ていたので、後ろから座る
のは聞く気がないからだ
よ。授業でも前から座って
ご覧、実によく頭に入って
来るよと説教。
②社会に迎合しない事。自ら
の信ずる所を進もう。③勤
めたら社長意識で取り組む
こと。会社や社会に役立つ
とう卑近な事でなく、貴方
がた自身の人格の完成にな
ります。終了後の懇親会は
武田主役氏等と交流を深め
ました。懐の深いさばけた
人格者でありました。

・10月31日（金）伊那商工会議所第30期新役員･新議員との懇親会の報告　　　井上修会長
　伊那商工会議所の第 30 期　役員・議員懇親会が、令和 7 年 10 月 31 日に上
伊那フラワーパレスにて以下の次第にて行われました。宮下代議士、白鳥市長、
酒井県議他 100 名弱の参加者でした。

・11月1日（土）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　伊藤かおりゴルフ部長
　１１月１日 ( 土 )、伊那ロータリークラブ・伊那中央ロータリークラブ合同ゴルフコ
ンペに１３名の皆さんと参加して参りました。皆さんの実力のお陰で今年も団体優勝
をさせていただくことができました。また今年から表彰式を従来の形式と変えて夜の
開催としました。初年ということで心配されましたが、こちらも無事に終えることが
できました。一日を通して皆さんのご理解とご協力のもと無事行うことができました

こと、ここの場をおかりしてお礼申し上げます。ありがとうございました。引き続き、ゴルフ部の活動への
ご理解とご協力をお願いし、報告とさせていただきます。ありがとうございました。

・11月3日（月・祝）インターアクトクラブと信大留学生との交流会の報告　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮原英幸青少年奉仕委員長
　開催期日　　　令和７年１１月３日（月）
　開催時間　　　午前１０時　～　午後４時（予定）
　開催場所　　　伊那市上新田公民館

　ご存じのように伊那中央 RC では、恒例の伊那西高 IAC の自主研修としての表記交流
会活動を支援しています。今年は２３回目となります。
　本年は昼食として、伊那産新そばを提供いただくこととなり、衛星クラブの牧田会員中
心に企画いただき、当中央 RC の原一馬会員が強力な助っ人となり、何と５㎏のそば粉を
打ってくれました（二八と聞きました。）。更に澤屋さんの御協力で出張天ぷらを揚げてい
ただき、見事な盛り付けで豪華な昼食となりました（調理の片付けまでしっかりやってい
ただきました。）。感謝いたします。すでに映像は LINE 共有されていますので、本日は口
頭での報告のみといたします。
　総出席者は４７名（留学生８ヵ国１０名；伊那西高 IAC１７名、東海大諏訪高 IAC７名（い
ずれも顧問含む）；伊那中央 RC８名、伊那 RC１名、茅野 RC４名（交換留学生１名含む））となり、大変有
意義な１日を過ごしました。
　開会行事・学校紹介の後、先だって取り掛かってくれていたそば打ちの実演見学を見ながらの交流に入り
ました。留学生はもちろん高校生も、ソバは食べた経験があってもそば打ちを見るのは初めてという学生も

・12月16日（火）年末家族例会の案内　　　唐澤知子親睦活動･友好委員長
　今年も年末恒例クリスマス夜間例会が開かれる季節となってまいりました。今年は
１２月１６日に開催です。本日出席案内の用紙を皆様のお手元にお配りいたしました。
　今年度は昨年に引き続きフラワーパレスでの開催です。現在、委員会及び会長はじ
め三役役の方々と相談しながら、素晴らしい会となるように企画案ををあれこれ練っ
ております。楽しい会となる予定ですので、ぜひ多くの方のご出席をお願いいたします。

　ご家族の方もぜひぜひお越しくださいますよう、お待ちしております。

・2026-2027年度委員会構成及び組織変更について　　　宮下健会長エレクト
　

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　熊谷健ロータリー情報委員
　まず、フランチェスコ・アレッツォＲＩ会長メッセージが、横組み３ページにあり
ます。今月は「ロータリー財団月間」に当たるいうことで、そのことについて述べら
れています。
「財団は、単にプロジェクトに資金を提供するだけではなく、信頼と友情に根差した奉
仕が持続可能な変化をもたらすという、私たちの約束を果たすための原動力だ。」とし、

ポリオ根絶の活動について触れられています。
「どんな偉大な旅でも、一番大変なのは最後の１マイルである。」とし、「ポリオ根絶に向けた最後の一歩も
同様である。しかし、私たちの行うすべての寄付は、どんな困難があろうとロータリーの活動は継続してい
くという宣言であり、寄付を通して、平和、信頼、超我の奉仕というレガシーを残していくのだ、」と結ん

でいます。
　５ページからは「インターアクター未来への羅針盤」として、大阪万博で２６６０地区の７つのインター
アクトクラブの代表者が、「人権と平和」についてプレゼンをした記録が載っています。「子供兵士」の問題（７
ページ、金光八尾中学校・高校、８ページ上段、清風中学校・高校）、「国際社会における教育の未来」（８ペー
ジ下段、興国高校）、「男女格差の問題」（９ページ、四天王寺高校・中学校）、「女性活動促進と女性への偏見撤廃」
（１０ページ上段、解明中学校・高校）、「ＡＩによる偽情報の危険性」（１０ページ下段、追手門学院大手前
中学校・高校）、「南スーダンへの教育支援」（１１ページ上段、高槻中学校・高校）など、正に現代社会が
直面する様々な課題について、中学生・高校生のインターアクターたちが、自ら関心を持ったテーマについて、
研究し発表しています。
　１６ページからはジョン・ヒューコＲＩ事務総長のインタビューが掲載されています。事務総長は、ＲＩ
の運営実務を統括するポジションで、ＣＥＯとも呼ばれています。ＲＩ会長の任期は１年、ＲＩ理事１８名の
任期は２年で、厳正な推薦や審議により選出されるのに対し、事務総長の任期は複数年となっており、再任
もでき、理事会において指名されることになっています。現にヒューコ氏は、２０１１年以来１４年に亘り、
この地位に君臨していることになります。正に国際ロータリーの中の伏魔殿のような印象を持つわけですが、
国際的な組織として、事務方の最高責任者ということでしょうが、理事等の執行機関と立場が逆転している
というような話（佐久ロータリーの元ガバナーの原さんが、以前わがクラブで卓話をしていただいた折、こ
の不透明さを批判されていましたが）もあり、私も、同感であり、このような選出方法で良いのか疑問を持
つところです。
　しかし、そのような批判はさておき、ヒューコさんが国際ロータリーとロータリー財団の最重要人物であ
るという認識は、間違いありません。
　そのヒューコさんは、１７ぺージ右側で、ロータリーが成し遂げた、あるいは誇りを持つ３つの分野を紹
介しています。
　一つは「健全な経営管理」。二つ目は「ロータリーの行動計画の導入と継続的な展開」、３つ目は「グロー
バル補助金と、重点分野を中心とした活動の展開」これにより、人道的プロジェクトのインパクトを強調す
ることができ、世界的な課題に直面している団体との連携にもつながっている、と発言しています。国際ロー
タリーがどのような視点で活動をしているかがうかがわれるインタビューです。
　２０ページからは、ビルゲイツ氏によるロータリーへの書面による回答が掲載されています。Ｔｈｅ　Ｏ
ｐｔｉｍｉｓｔ（楽観主義者）という表題です。
「２０２５年５月、ビルゲイツ氏は、今後２０年以内（２０４５年まで）にほぼ全ての資産を寄付して、長
年続けてきた慈善活動を終了する、と宣言しました。」
　ビルゲイツ財団とロータリー財団とは非常に深い関係であり、ロータリー財団の寄付１ドルに対し２ドル
を上乗せする形で、ポリオ根絶活動とための資金を拠出しています。ビルゲイツ財団の設立から２５年です
でに１０００億ドル（１５兆円）以上をポリオ根絶のために拠出してきているそうです。さらに２０４５年
までにビルゲイツ財団を閉じるには、これまでの２倍以上（２０００億ドル以上）の資金を使い切る必要が
あるのだそうです。（巨額すぎて余りイメージの湧かない話ですが）
　この記事には、ポリオ根絶に対する熱い思いが語られています。
まず現状を（２２ページ中）「各国が国際開発支援を数百ドル規模で削減しており、今年は、今世紀で初めて、
世界中で亡くなる子供たちの数が減るのではなく増える年になる見込み」だと言います。そして、「私たち
には、ロータリアンのように進歩にコミットする人々が必要なので、是非力を貸していただきたい」と続け
ます。
一方ゲイツ氏は、科学者、医療従事者、教育者、農業従事者たちの不屈の努力により、子供の死亡率の低下や、
感染症の根絶、貧困からの脱却などに力を尽くしてきたことを評価し「ゲイツ財団の目標は問題を永続的に
管理することではなく、解決すること」だとし、「地域社会が自ら直面する課題に取り組むような支援が今
後２０年の最優先事項であり、次世代の有志の新しいイノベーションが優れたツールを提供するだろう。直
面する困難はあるが、ゲイツ氏としては楽観的にみている。」と綴っています。
　その後、具体的なポリオ根絶についての現状と計画を熱く語り、最後にロータリー会員へのメッセージを
戴いています。（２５ページ）
「世界中のロータリアンの皆様へ。長年に亘る献身とパートナーシップに心から感謝します。皆様の努力の
おかげで、いつの日か全ての子どもがこの病気から安全に守られる世界でくらすことができるでしょう。ゲ
イツ財団が活動を終える２０４５年よりずっと前に、ポリオが完全に過去のものになることを楽しみにして

います。」
　縦組みには、「これからの時代に求められるリーダーの在り方」と題して、早稲田大学ラグビー部元監督
の中武竜二氏のスピーチ。（私は明治大学ですのでライバルになりますが）
　この人を訪ねては「紳士服オーダー専門店の４代目職人人生」長崎東ロータリークラブの南部光伸さんの
話があります。
　いずれも、興味深い話が載っていますので、ご一読ください。

次頁へ続く



多く、質問や感嘆の声も飛び交っていました。ナンに似ているとの会話も留学生からありました。また天ぷ
らの実演も興味深いものでした。全員の昼食が揃うまでにはそれなりの時間がかかりましたが、汗だくになっ
てそばを打ったり天ぷらを揚げる真剣な姿は印象的のようで、賑やかに昼食となりました。留学生達がハシ
を結構上手に使っていたのは印象的でした。この交流会で高校生と留学生共に親睦を深めることができ貴重
な機会となったと確信しています。
　昼食後のグループ別の母国言語学習や、引続きの留学生の母国紹介は盛り上がり、タイムスケジュールと
してはもっと時間を取った方が良かったかもしれません。また今回留学生に日本語の初心者が多く、母国紹
介も英語だったため、工夫をした方が良かったかとも思いますし、母国の数なども考慮し、次回は時間配分
を検討する必要もあるかと思いました。
　終了行事は極力短縮することとして、４時半頃に終了、片付けの後、５時頃には解散となりました。
　当委員会の一大行事が何とか無事終了し、ご協力いただいた全ての皆様に改めて感謝申し上げます。あり
がとうございました。

・11月6日（木）衛星クラブ新そば例会の報告　　　加藤篤幹事
　衛生クラブそば打ち例会が１１月６日上新田公民館にて行われました。ロータリー
本会からも多数の会員が参加して、牧田委員指導の下で美味しい新そばが出来上がり、
参加者が舌鼓をうちました。

・11月9日（日）～10日（月）分水RCとの友好交流打合せ会の報告　　　池上幸平友好担当委員
　両クラブ５名ずつの参加にて妙高で打ち合わせを実施。
分水ロータリークラブは年齢の若年化が進み、友好の認識が難しい状況ではありまし
たが、中央ロータリークラブの田中会員が作成した友好の資料が役立ち、打ち合わせ
が終了。
　３つのコースの旅行の案がだされ、これからどのコースがいいかを決定していく。

次回例会
11月 15 日（土）・16日（日）「2025-2026 年度 地区大会」
会場／松本市 ・ホテルブエナビスタ　・キッセイ文化ホール

11月 25 日（火）　点鐘／ 12:30　　場所／海老屋料理店
　　　　　　　　　　・クラブフォーラム「ロータリー財団委員会」

・例会終了後：クラブ協議会（地区大会後）：理事会

■ 点　鐘 13：30

・10月28日（火）ゆめプロ.JP武田教育長との事前ミーティングの報告　　　講師登録者 井上修会長
　長野県の主催の令和 7 年度　長野県シューカツ NAGANO キャリア相談室運営事業　セミナー名「長野
県　シャチョー！ミーティング」にパネラーの一人として参加させて頂きました。30 人前後の大学生が相
手です。白鳥前ガバナー ( 凄い方でロ-タリ-に新風を吹き込んでおられます）の、尽力により県との協定
が成立、長野県教育長の武田氏も主役の一人です。県庁で講演の心得を得々と聞かせて頂き、高圧的、成功
体験の羅列は禁止と強く言われました。さて、ロ-タリ-アンが何が出来るか新しい切り口の企画です。相
手は大学生 30人、責任重大です。
①会場で・先ず・前列が空い
ていたので、後ろから座る
のは聞く気がないからだ
よ。授業でも前から座って
ご覧、実によく頭に入って
来るよと説教。
②社会に迎合しない事。自ら
の信ずる所を進もう。③勤
めたら社長意識で取り組む
こと。会社や社会に役立つ
とう卑近な事でなく、貴方
がた自身の人格の完成にな
ります。終了後の懇親会は
武田主役氏等と交流を深め
ました。懐の深いさばけた
人格者でありました。

■ 出席報告

・10月31日（金）伊那商工会議所第30期新役員･新議員との懇親会の報告　　　井上修会長
　伊那商工会議所の第 30 期　役員・議員懇親会が、令和 7 年 10 月 31 日に上
伊那フラワーパレスにて以下の次第にて行われました。宮下代議士、白鳥市長、
酒井県議他 100 名弱の参加者でした。

・11月1日（土）伊那RCとの合同ゴルフコンペの報告　　　伊藤かおりゴルフ部長
　１１月１日 ( 土 )、伊那ロータリークラブ・伊那中央ロータリークラブ合同ゴルフコ
ンペに１３名の皆さんと参加して参りました。皆さんの実力のお陰で今年も団体優勝
をさせていただくことができました。また今年から表彰式を従来の形式と変えて夜の
開催としました。初年ということで心配されましたが、こちらも無事に終えることが
できました。一日を通して皆さんのご理解とご協力のもと無事行うことができました

こと、ここの場をおかりしてお礼申し上げます。ありがとうございました。引き続き、ゴルフ部の活動への
ご理解とご協力をお願いし、報告とさせていただきます。ありがとうございました。

・11月3日（月・祝）インターアクトクラブと信大留学生との交流会の報告　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮原英幸青少年奉仕委員長
　開催期日　　　令和７年１１月３日（月）
　開催時間　　　午前１０時　～　午後４時（予定）
　開催場所　　　伊那市上新田公民館

　ご存じのように伊那中央 RC では、恒例の伊那西高 IAC の自主研修としての表記交流
会活動を支援しています。今年は２３回目となります。
　本年は昼食として、伊那産新そばを提供いただくこととなり、衛星クラブの牧田会員中
心に企画いただき、当中央 RC の原一馬会員が強力な助っ人となり、何と５㎏のそば粉を
打ってくれました（二八と聞きました。）。更に澤屋さんの御協力で出張天ぷらを揚げてい
ただき、見事な盛り付けで豪華な昼食となりました（調理の片付けまでしっかりやってい
ただきました。）。感謝いたします。すでに映像は LINE 共有されていますので、本日は口
頭での報告のみといたします。
　総出席者は４７名（留学生８ヵ国１０名；伊那西高 IAC１７名、東海大諏訪高 IAC７名（い
ずれも顧問含む）；伊那中央 RC８名、伊那 RC１名、茅野 RC４名（交換留学生１名含む））となり、大変有
意義な１日を過ごしました。
　開会行事・学校紹介の後、先だって取り掛かってくれていたそば打ちの実演見学を見ながらの交流に入り
ました。留学生はもちろん高校生も、ソバは食べた経験があってもそば打ちを見るのは初めてという学生も

会員数40名　　出席免除会員4名　　長欠会員1名　　本日出席者20名　　事前メイク0名　　
出席率57.14％　　前回出席率 修正なし

・12月16日（火）年末家族例会の案内　　　唐澤知子親睦活動･友好委員長
　今年も年末恒例クリスマス夜間例会が開かれる季節となってまいりました。今年は
１２月１６日に開催です。本日出席案内の用紙を皆様のお手元にお配りいたしました。
　今年度は昨年に引き続きフラワーパレスでの開催です。現在、委員会及び会長はじ
め三役役の方々と相談しながら、素晴らしい会となるように企画案ををあれこれ練っ
ております。楽しい会となる予定ですので、ぜひ多くの方のご出席をお願いいたします。

　ご家族の方もぜひぜひお越しくださいますよう、お待ちしております。

・2026-2027年度委員会構成及び組織変更について　　　宮下健会長エレクト
　

・「ロータリーの友」11月号紹介　　　熊谷健ロータリー情報委員
　まず、フランチェスコ・アレッツォＲＩ会長メッセージが、横組み３ページにあり
ます。今月は「ロータリー財団月間」に当たるいうことで、そのことについて述べら
れています。
「財団は、単にプロジェクトに資金を提供するだけではなく、信頼と友情に根差した奉
仕が持続可能な変化をもたらすという、私たちの約束を果たすための原動力だ。」とし、

ポリオ根絶の活動について触れられています。
「どんな偉大な旅でも、一番大変なのは最後の１マイルである。」とし、「ポリオ根絶に向けた最後の一歩も
同様である。しかし、私たちの行うすべての寄付は、どんな困難があろうとロータリーの活動は継続してい
くという宣言であり、寄付を通して、平和、信頼、超我の奉仕というレガシーを残していくのだ、」と結ん

でいます。
　５ページからは「インターアクター未来への羅針盤」として、大阪万博で２６６０地区の７つのインター
アクトクラブの代表者が、「人権と平和」についてプレゼンをした記録が載っています。「子供兵士」の問題（７
ページ、金光八尾中学校・高校、８ページ上段、清風中学校・高校）、「国際社会における教育の未来」（８ペー
ジ下段、興国高校）、「男女格差の問題」（９ページ、四天王寺高校・中学校）、「女性活動促進と女性への偏見撤廃」
（１０ページ上段、解明中学校・高校）、「ＡＩによる偽情報の危険性」（１０ページ下段、追手門学院大手前
中学校・高校）、「南スーダンへの教育支援」（１１ページ上段、高槻中学校・高校）など、正に現代社会が
直面する様々な課題について、中学生・高校生のインターアクターたちが、自ら関心を持ったテーマについて、
研究し発表しています。
　１６ページからはジョン・ヒューコＲＩ事務総長のインタビューが掲載されています。事務総長は、ＲＩ
の運営実務を統括するポジションで、ＣＥＯとも呼ばれています。ＲＩ会長の任期は１年、ＲＩ理事１８名の
任期は２年で、厳正な推薦や審議により選出されるのに対し、事務総長の任期は複数年となっており、再任
もでき、理事会において指名されることになっています。現にヒューコ氏は、２０１１年以来１４年に亘り、
この地位に君臨していることになります。正に国際ロータリーの中の伏魔殿のような印象を持つわけですが、
国際的な組織として、事務方の最高責任者ということでしょうが、理事等の執行機関と立場が逆転している
というような話（佐久ロータリーの元ガバナーの原さんが、以前わがクラブで卓話をしていただいた折、こ
の不透明さを批判されていましたが）もあり、私も、同感であり、このような選出方法で良いのか疑問を持
つところです。
　しかし、そのような批判はさておき、ヒューコさんが国際ロータリーとロータリー財団の最重要人物であ
るという認識は、間違いありません。
　そのヒューコさんは、１７ぺージ右側で、ロータリーが成し遂げた、あるいは誇りを持つ３つの分野を紹
介しています。
　一つは「健全な経営管理」。二つ目は「ロータリーの行動計画の導入と継続的な展開」、３つ目は「グロー
バル補助金と、重点分野を中心とした活動の展開」これにより、人道的プロジェクトのインパクトを強調す
ることができ、世界的な課題に直面している団体との連携にもつながっている、と発言しています。国際ロー
タリーがどのような視点で活動をしているかがうかがわれるインタビューです。
　２０ページからは、ビルゲイツ氏によるロータリーへの書面による回答が掲載されています。Ｔｈｅ　Ｏ
ｐｔｉｍｉｓｔ（楽観主義者）という表題です。
「２０２５年５月、ビルゲイツ氏は、今後２０年以内（２０４５年まで）にほぼ全ての資産を寄付して、長
年続けてきた慈善活動を終了する、と宣言しました。」
　ビルゲイツ財団とロータリー財団とは非常に深い関係であり、ロータリー財団の寄付１ドルに対し２ドル
を上乗せする形で、ポリオ根絶活動とための資金を拠出しています。ビルゲイツ財団の設立から２５年です
でに１０００億ドル（１５兆円）以上をポリオ根絶のために拠出してきているそうです。さらに２０４５年
までにビルゲイツ財団を閉じるには、これまでの２倍以上（２０００億ドル以上）の資金を使い切る必要が
あるのだそうです。（巨額すぎて余りイメージの湧かない話ですが）
　この記事には、ポリオ根絶に対する熱い思いが語られています。
まず現状を（２２ページ中）「各国が国際開発支援を数百ドル規模で削減しており、今年は、今世紀で初めて、
世界中で亡くなる子供たちの数が減るのではなく増える年になる見込み」だと言います。そして、「私たち
には、ロータリアンのように進歩にコミットする人々が必要なので、是非力を貸していただきたい」と続け
ます。
一方ゲイツ氏は、科学者、医療従事者、教育者、農業従事者たちの不屈の努力により、子供の死亡率の低下や、
感染症の根絶、貧困からの脱却などに力を尽くしてきたことを評価し「ゲイツ財団の目標は問題を永続的に
管理することではなく、解決すること」だとし、「地域社会が自ら直面する課題に取り組むような支援が今
後２０年の最優先事項であり、次世代の有志の新しいイノベーションが優れたツールを提供するだろう。直
面する困難はあるが、ゲイツ氏としては楽観的にみている。」と綴っています。
　その後、具体的なポリオ根絶についての現状と計画を熱く語り、最後にロータリー会員へのメッセージを
戴いています。（２５ページ）
「世界中のロータリアンの皆様へ。長年に亘る献身とパートナーシップに心から感謝します。皆様の努力の
おかげで、いつの日か全ての子どもがこの病気から安全に守られる世界でくらすことができるでしょう。ゲ
イツ財団が活動を終える２０４５年よりずっと前に、ポリオが完全に過去のものになることを楽しみにして

います。」
　縦組みには、「これからの時代に求められるリーダーの在り方」と題して、早稲田大学ラグビー部元監督
の中武竜二氏のスピーチ。（私は明治大学ですのでライバルになりますが）
　この人を訪ねては「紳士服オーダー専門店の４代目職人人生」長崎東ロータリークラブの南部光伸さんの
話があります。
　いずれも、興味深い話が載っていますので、ご一読ください。


